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(A) Research background (Previous studies) 

中国東部の大別山・蘇魯（Dabie–Sulu）超高圧変成

帯は三畳紀の北中国地塊と長江（南中国）地塊の大陸

衝突帯に位置している. 国際陸上科学掘削計画の支援

による中国大陸掘削(CCSD)プロジェクトが掘削した

主掘削孔では, 深度 100 m–680 m から断続的にエクロ

ジャイト試料が回収され, 主掘削孔から約 100 m離れ

た掘削孔において、さらに下部に位置する蛇紋岩化し

た超苦鉄質岩試料が回収された. Zhang et al. (2006) の

研究において, 異なる掘削孔の間で超苦鉄質岩試料の

対比がなされている. 一般に、キンバレー岩に産する

ようなエクロジャイト捕獲岩は地殻起源物質の性質と

その起源についての情報を持つ一方で, 鉛直方向の構

造的な岩相変化の情報を追求することは不可能である. 

また下部地殻における玄武岩のアンダープレーティン

グ(底付け)が関与した完全再結晶した変成岩体におい

ても, 連続する超苦鉄質岩が欠落している(Hermann et 

al., 2001; Zhou et al., 2005). 本研究では掘削試料の岩相

変化と連続性に着目し,変成前の原岩の性質と,化学組

成の変化の原因を調べた. とくに、全岩 REE 濃度を用

いたモデリングで原岩時の結晶分化を評価した. 

(B) Methods 

掘削試料の全岩主要元素濃度をXRFで測定し, 微量

元素濃度は高分解能 ICPMS で測定した.  

(C) Results and Discussion 

エクロジャイト試料は全岩組成の Mg−TiO2 図にお

いて 3 つに分類された. 全岩組成の変化傾向などから, 

変質や変成作用に伴う部分溶融の証拠はなく, また流

体濃集元素の濃度変化の傾向から, 固相濃集性の高い

REE, HFSEなどの元素濃度の傾向が原岩の結晶分化を

反映している. 高 Mg エクロジャイト試料は LREE パ

ターンなどから集積岩起源であり. 高 Tiエクロジャイ

ト試料の原岩は高 Fe2O3・高 TiO2の特徴及び, 低 Nb・

Ta 量からチタン磁鉄鉱とイルメナイトに富む斑れい

岩質集積岩であった. 低 Mg-Ti エクロジャイト試料は

高度に結晶分化の進んだ斑れい岩質/閃緑岩質岩起源

と考えられる . 超苦鉄質岩試料の全岩組成は高い

Fe2O3量と低い Ni 量, REE パターンの特徴から, LREE

に富む集積岩を示唆する.  

(D) Conclusions  

CCSD で回収されたエクロジャイトと超苦鉄質岩は

原岩の火成作用の情報を保持し, 集積岩体を起源とす

ることが示唆される. 超高圧変成作用を被った後も一

連の火成作用を保持していると考えられる.  
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